










第4回 SPARC Japan セミナー2011 
「学術情報流通の未来を切り開く 
―電子ジャーナルの危機とオープンアクセス―」 











：Cyber Science Infrastructure）の整備を推進 
  
1． 情報基盤センター等との連携による 
   学術情報ネットワーク、全国大学共同 
   電子認証基盤及びグリッド環境の整備 
 
2． 大学図書館、学会等との連携による 
   学術研究・教育に不可欠な次世代学術 
   コンテンツ基盤の整備 























































































参考：安達淳. Open Access in Japan: 2011 Updates. 


















※Gold Road: 出版費を購読料ではなく助成金や出版料（いわゆる著者払いモデル）で賄う。ジャーナル単位と論文単位がある。 
※Green Road: 購読契約モデルのジャーナル論文を，リポジトリと呼ばれるインターネット上のサーバにインターネット上のサーバ 
  に著者が論文を登録（セルフアーカイビング）し，無料で公開する。多くの場合図書館が代行。 
          arXiv.orgなどの分野別リポジトリ，米国国立衛生研究所（NIH）のPubMed Centralなど政府主導で公的助成機関 




















      「機関リポジトリ統計」        http://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/ 
      「ＩＲＤＢコンテンツ分析システム」 http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php   （平成23年12月末現在） 
コンテンツ概数(本文あり） 
 学術雑誌論文  14万件 
 学位論文    3万5千件 
 紀要論文    47万件 
 その他        27万件 






























高専  6 
大共  2 
その他 15 
合計      223 












コンテンツ種別 根拠となる件数 補足率 
紀要論文 
総件数                           ：約１０２万件1) 
機関リポジトリ収録件数2)  ：約４７万件 
４６．３％ 
学位論文 
総件数                           ：約５６万件3) 




 Web of Scienceの収録論文（2009年出版分）のうち、著者の 
 所属機関が日本の論文   ：約７万９千件 






4) 尾城孝一．オープンアクセス序論：概況報告．シンポジウム 「大学からの研究成果オープンアクセス化方針を考える」 





























































            （JAIRO Cloud：共用リポジトリサービス） 
• 概要 
• 機関リポジトリの自力構築が困難な機関向けに，リポジトリの 
  システム環境を提供 
• NIIが開発した機関リポジトリソフトウェア”WEKO”をベースに， 




        143機関，203名参加 
     （うち未構築機関116機関） 
11月～ 利用申込受付開始 

















  うち200機関はリポジトリ構築済み 
• 共用リポジトリにより，平成27年度末 





  運営するための今後の課題 
 コンテンツの体系的収集，保存，オープンアクセスの促進（著作権処理等を 
  含む） →機関リポジトリ全体の展開に係る課題 
 実施体制の維持，運営資金の確保（大学全体での位置づけ，図書館業務 





     「大学図書館の整備について（審議のまとめ）」（平成22年12月） 
































































    ・大学・短大･高専･大学共同利用機関＝15％（907機関中135機関） 






















• 学協会登録件数： 2,473件    （2012年1月17日現在） 







目 的 ：国内学術雑誌に掲載された論文の機関リポジトリへの登録を促進する 
概 要 ：国内学協会のオープンアクセスに関する方針を調査 
      調査結果を「学協会著作権ポリシーデータベース」に登録 
      データベースを公開することにより，各大学の著作権処理をサポート 
実施体制：筑波大学，千葉大学，東京工業大学，神戸大学 





























































National Institute of Informatics 
14 
SPARC Japanによる国際連携の取組と課題 















SPARC（Scholarly Publishing and Academic Resources Coalition） Japan 






















合同プロモーション  H19より国内外での出展活動 
ニュースレター 
      
      平成21年2月創刊 
 
        現在まで10号刊行 
National Institute of Informatics 
15 













    ～オープンアクセス推進のためIR事業との連携強化等 
• 大学図書館との協力による国際連携活動（arXiv.org，SCOAP3） 
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 SCOAP3 















 ・ CERN（欧州合同素粒子原子核研究機構）が主導する，高エネルギー物理学分野の  
  主要雑誌のオープンアクセスをめざした運動 
 ・世界各国の研究助成団体や図書館がコンソーシアムを形成し，コンソーシアムが 
  出版費用を一元的に負担，それによってオープンアクセスの実現をめざす 
※日本は，2011年8月31日付で，KEK，NII，国公私立大学図書館協力委員会の3者が， 
  一定の条件を付したうえでコンソーシアムへの参加に関心を有することを表明する文書 
 （Expression of Interest : EOＩ）に共同署名した。 
SPARC Japanによる国際連携の取組と課題 

















  ・物理学，数学，コンピュータサイエンス及び関連分野のプレプリント・サーバ 
  ・1991年創設，現在はコーネル大学が運営 
  ・約73万件の論文を登録，年間ダウンロードは3,000万件にのぼる 
  ・当該分野の統合グローバルリソースとして不可欠な情報交換ツールとなっている 
SPARC Japanによる国際連携の取組と課題 



























 国立大学図書館協会シンポジウム「学術情報流通の改革を目指して ５ ～電子ジャーナル・コンソーシアムとバックファイル 
 の基盤整備～」（2012.02.07） 
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20 
 JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）との連携による 












  ・安定的・継続的な電子リソースの提供を目的として，JUSTICEとの連携の下，電子  
  ジャーナル等の電子リソースを保管（ローカルホスティング）し，日本国内の学術機関 
  へ利用提供 
National Institute of Informatics 
21 
 JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）との連携による 
  EJ等の確保と恒久的なアクセス保障体制の整備① 
 
JUSTICEとの連携による学術情報発信・流通の促進 
National Institute of Informatics 
22 
 JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）との連携による 








• 参加機関： 64出版者138図書館。うち，日本からは25図書館が参加 
  （平成23年12月末時点） 
• NIIが日本におけるアーカイブノードを運用･管理するほか，窓口として 
  国内の参加機関の取りまとめや事務局（Stanford大学）との連絡･調整 
  を行っている。さらにJUSTICEとの連携の下，参加機関拡充のための 
  広報・普及活動を実施 
 
CLOCKSS 
  ・世界中の大学図書館及び学術出版社の共同運営による大規模ダークアーカイブ1) 
  プロジェクト 
  ・国際的・地理的に分散した12の図書館がアーカイブノード（保存庫）として，電子   
  ジャーナルの長期保存を担う 
（注） 
1) ダークアーカイブ：通常の利用は前提とせず，出版社の事業停止，自然災害等による物理的な     
  アクセスの遮断が生じた場合等に公開される。 
JUSTICEとの連携による学術情報発信・流通の促進 











   ①大学図書館とNIIによる電子コレクションの共同構築と 











  ②NIIによる電子的環境化における学術資料利用のための 
   システム整備  
• 統合インデックス 
− 著者名寄せ，タイトル名寄せ（論文，図書，その他） 
• 資源発見システム 
− 教育研究活動に資する信頼感の持てる情報へのアクセス 
  
コンテンツの識別：
JaLC 
著者の識別： 
著者ID 
